
国 見町 小中字 校 音楽祭 か、１１月９

日 観月 台文 化セン ターで開 催さ れ､児

麺生 徒 による 心 で奏 でる 澄ん だ音 が

ホー ルい っぱ いに 矚き渡り ました｡ 各

小学 校 からは４・５年生 が､県 北中 か

らは 校内 合 唱コン クール で叢 優秀賞

となっ た３年４組と 吹奏楽 部か出場 、

習楽によ る交 歓を行い ました。

「心を こめ て、 目と 耳と 心 で受け

とめて。良いところをたくさ ん探して」

と の召 葉により､ 児 篳生徒の懸 命な 合

唱 一合 奏が緩り 広げらｎ まし た。「す

ばらし い 歌 や演奏 でし た。 恵まｎ た

環境の下、こｎ から も音楽に親しみ 、

続け てく ださい 。 」と の 講評があ り

ました 。

県北中学校創立５０周年……………………………２

国見町長選挙………………………………………３

税証明が自動交怐機で発行………………………４
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栄
え
あ
る
歴
史
と
伝
統

県
北
中
創
立
五
卜
周
年

県
北
巾
学
校

が
昭
和
こ
卜
五
年

四
月

に
創
立
さ
れ

。

今
年
で
斤
卜
川

年
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
間
の

。
万

一
１

人
を
越

す
卒

業
乍
を
碓
出
し

、
社
会
の
あ
ら
ゆ

る
㈲
で
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。

県
北
中
学
校
の
、
そ

の
岬

か
し

い
歴
史

と
伝
統
は
、
在
校
乍
・
卒
業
生
の
み

な
ら
ず
、
多

く
の
町

民
の
騎
り
と
す

る
と
こ
ろ
で
す
。

五
十
周
年
を
祝
う
　

記
念
式
典

県
北
巾
学
校
創
立

斤
十
周
年
を
祝

う
、
記
念
式
典
が
卜
月
Ｌ
凵
、
槻
川

台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
式
に
は
、
。歴
代
の
校
長
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
災
、
町
・
議
会
関
係
を
は
じ
め
、

在
校

生
な

ど
約

双

自
人

が
参

列
し

。

ｔ

皀

紀
の

歴
史

を
た

た
え

る
と

と
も

に
匸

吏
な

る
飛

躍
を

誓

い
き

い
ま

し

た

。は

じ

め
に
石

井
昭
校

長

が

「
五

卜

年
の

歴
史

は
崇

尚
な
理

念

に
裏
打

ち

さ

れ
た
栄

光
の
足

跡
が

輝

い
て

い
る
。

地
峨

の
期

待

に
応
え

、
生
涯

に
わ

た

っ
て

誇
り

に
で

き
る

県
北
中

の

創
造

を
目

指
し

て
粨

進
し
ま

す

ご
と
式

辞

を
述

べ
ま

し
た

。

八
島

博
卍

記
念

嘔

業
火

行
委
ａ
・艮

の
あ

い
さ
つ

に
続
き

、

‐ｗ
…
水

町
長

、
仇

藤
忠
笑

議
長

、
佐

藤

利
錐

教
斤

委
ｕ

災
、
鈴

木
耕

治
Ｐ
Ｔ

Ａ

会

長
が

お
祝

い
を
述

べ
ま

し
た

。

佐

藤
仕

太
生

徒
会
長

が
「
［
今

］
の

僕
た

ち

に
と
っ

て
、

。
日

。
日
を

粕

。
吁

生
き

る
こ

と
こ
そ

が
、

未
來

に

通

じ

る

こ

と

、

県

北

中

学

校

丘

卜

歳

お

め

で

と

う

ご

と

在

校

慟

を

代

人

し

て

’．’一‥
傴

を

述

べ

、

校

歌

を

斉

叫

し

閉

式

し

ま

し

た

．

冫
一
念

嘔

業

を

行

う

に

あ

た

り

、

同

窓

会

、

Ｐ

Ｔ

Ａ

役

員

を

中

心

に

火

行

委

員

会

を

組

織

し

、

準

備

を

進

め

ま

し

た

．

沿

叭

や

栄

光

の

記

録

を

緇

っ

た

．
記

念

誌
「
．
あ

ゆ

み

し
を

発

行

し

、
各

戸

へ

配

巾

し

て

い

ま

す

．

ま

た

．

町

で

は

記

念

丿

業

の

．
卿

と

し

て

、

多

日

的

社

会

体

育

施

設

建

設

に

向

け

、

現

在

準

備

を

進

め

て

お

り

ま

す

．

県北中学校の沿革
S  .  4　 藤川 町．小坂 村、轟江 野村 組介jjK県

北中 学 校間凌( 校合 新築ま で従 的の

校 舎で授 栗)

ｓ ．７　 プー ル完 成

ｓ.12 校舎 落成

29.3 1 貝兒町立 県北 中学 校と改 林(  田  町、

小坂村 ､  森 を:び 一 村､大木戸 村． 大枝

付の １ 町４ カ村 が 合併 し て国11 町

とな る}

).  3　 校歌 制定

35. ４　 大 木戸 中 学 校． 人枝中 学 校川 兄・1

分を 統 介して ｜町 ｜巾学 校と なる
.
 に 校 物増築

42.3　 柘体 育飢 落成

46.  ?　 新プ ール 完成

ａ}.7　 校舎 改櫻'1111始 まる( この1111プレ ハ

プ校 角 への移 転.11:ﾖ校 合の解 体)

6  れ 7　 新校 舎恭 成

と IQ 校庭 整備･11業完 ｙ

H 2  .  3　 グラ ンド改 修

７．２　 コン ピュ ータ ルームI設置

７．９　 体fy 館床張 咎

11.8 心 の 教室ll 談‘呶改造

12.2　 コンピ ュ ータ40 台 史 新　　　　 ．

昭
和
六
十

一
年

ま
で
の
旧
校
舎

現在の新校舎



国
見
町
長
選
挙

冨
永
氏
が
無
投
票
四
選

任

期

滿
ｆ

に
伴

う
国
囗
｀
町

長
選

挙

は

、
卜

．
月
し

川

に
告

．ポ
さ
れ

、

覦
候

補
届

出

受
付

の

糾
梁

、
川

出

者

が

．
名
で

あ

っ
た

こ

と

か
ら

、
現

職

の
Ｍ

永

武

夫
氏

（

六
卜

八
巌

）
が

熊
投

票

肖

選
さ

れ
ま

し

た
．

冨

永
氏

は

昭
和

六

卜
三

年

卜

．
川

に
町

長

に

就
任

し

、
今

川

で

四
刈

日

を

迎

え
ま

す
．
新

た

な
任

期

は
卜

．
月
・
．
卜
Ｌ

凵

よ

り
ｔ

成
卜

六

年

卜

．
月

几
卜

六
川

ま
で

の

四

年
問

で

す
．

当
選

証
書
の
附
与

―

．
川

卜

．
．川
町

選
Ｊ
Ｋ
‥
附
７

人

が
行

わ

れ
．
Ｍ

永
武
人

氏

へ
佐
久

間
や

雉
国

兇

町

選
早
竹

理
＆
い

余

委
ａ

．長
よ

り
当

逃

ぶ

″
‥
が

附
り

さ
れ
ま

し
た

佐

久
間
ｌ
ａ

輿
は

「
当

遮
お
め

で

と
う

ご
ざ

い
ま

す

他

康

に
留
恋

さ
れ

、
2
1叫

紀

を
川

指
し

．

．
川

の
町

づ

く
り

に
励
ま

れ

ま
す

よ
う

お
願

い
巾
し

卜
け

ま
す

」
と
述

べ
、

佐
蒲

忠
笂
議

長
も

『
無

投
以

肖
選

は
．

こ
れ

ま
で

の
輝

か
し

い
実
績

に
よ

る
も

の

で
す
　

当

剛
初
の

叫
明

川

も
引
き

続
き

．

町
発

展
の

た
め

ご
精
励

く
だ

さ

い

」
と

呪

Ｍ

さ

れ
ま

し
た
　

吊

水
氏
も
1
 
1
1
山

碵
す

る

課
題

に
対

処
し
な

が

ら
、
豊

か
で

住
み

よ

い
活

力
あ

ふ
れ

る
町

づ
く
り

．
心

豐

か
で

人

に
や
さ

し
い
町

づ

く
り
の

た
め

、
…Ｊ
匣

紀

に
．巾ヽ

に
牋
躍
で

き

る
よ

う
令
力

を
尽

く

し
ま

す

」
と
詞

い
を

述
べ

ま
し
た

五
百
七
十
余
の
御
霊

や
す
ら
か
に

戦
没
者
追
悼
式

国
見
町
戦
没
者
追
悼
式
が
十
月
三

十
一
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で

挙
行
さ
れ
、
日
清
・
日
露
戦
争
か
ら

太
平
洋
戦
争
ま
で
の
戦
没
者
五
百
七

十
余
柱
の
御
霊
を
追
悼
し
ま
し
た
。

式

で

は
参

加
荅
全
い

で

黙
祷

を
捧

げ

．
平

水
町

長
が

．．ひ

た

す
ら

阻
国

繁

栄
を
仁

じ

、
い
た

ま
し

く
も

敗
傴

さ

れ
た
こ

と
は

、
痛
恨

の
極

み
で

す

ぺ
／
凵
の

凵
本
か

皆
さ

ま
の

吟

い
犠
牲

の
礎

に

築
か

れ
た
こ

と
を
忘

れ

る
こ

と

な
く

．
ｆ

衵

を
守

り
、
ｔ

せ

に
泌

ち

た
吐
会

形
成

へ
令

力
を

尽
く
し

ま

す
二

と
式

辞

を
述

べ
ま
し

た
．

佐

藤
忠
乂

町

議
会

廠
艮

、
井

卜

．

郎
伊

姓
川

遺

族
辿
（
‥
公

会

長
、
畄

囗

訪

―
軍
思

辿
伊

達
支
部

輿

が
追
悼

の

．．６
煢

を
述

べ
た

後
、
献

化

に
よ

り
戦

没
荅

を
仲

み
ま

し
た

前

川
の

追
仲

式
は

．ｔ

成

し
年

に
行

わ
れ

て

お
り
．

五
年

ぶ
り
の

開
催

で

す
．

今
年

で
人

戦
後

瓦
－

’‥‥
年

が
経

過
し

て

い
ま
す
『

戦
没

者
慰
霊
祭

国
Ｑ

町

遺
族
余
ｔ

催

に
よ

る
国

見

町
…聆
Ｗ

祭

が
追

悼
式

に
１
き

続
き

行

わ
れ

ま
し

た

。
引
地
孝

会
長

が

。勉

去
の

ぼ
史

を
風

化
さ

せ
る
こ

と
な

く

冶
り

つ
づ
け

て

ま

い
り
ま
す
　

諸
Ｗ

の
安

ら
か

な
る

ご
り「
柚

を
折

り
申
し

卜
げ

ま
す

」
と

弔

い
の
。。‥
妣

を
捧

げ

ま
し

た

。
そ

の

後
、
慰

．Ｗ
の

催
ｊ

と

遺
族

に
よ

る
焼

。西

が
行

わ
れ

ま
し
た



12 月15 日

より自動交付機で

税関係証明書が

発行できます
現在､ 町民 サー ビス の向 上のため 、平成Ｈ 年2 月よ り

「化民 票」、「印 鑑 登録 証明書 」の 交付 をし てい る自 動

交付機 により 、12 月15日 より 税関係 証明 書（ 課税証 明

書等） も 発行 するこ と がで きるよ うにな り ます。

町民 カード があ れば、 申請 書を書 かず に、自 助 交付

機を操 作して いた だくも ので 、休 口、時間 外 にもご 利

用いた だける 、大 変便利 なシ ステ ムで す。

操作は 、 カード を差し 込み 、略 証番 号を入力 し、 手

数料 を投入す ると 証明 がとれ るもの で。 画而の 指示 に

より簡 叭に 発行で きます。

足非 ご利用 くだ さい。

自動交付機で発行できる証明の種類

◆住民票

◆印鑑登録証明魯

新たに発行される税関係証明

◆課税証明書

◆町民税非課税証明書

◆納税証明書

◆軽自動車税納税証明書【継続検査用】

◆町県民税所得証明書

設置場所 利用時間 利用できない日

国見町役場

ロビー(１号機)

月～金曜
朝 8 時 分～夕方６畤まで

土･日曜･祝日
朝 8 時 分～夕方５時まで

12月29日～
１月３日

観月台文化センター
ロビー(２号機)

月～金曜日

朝8 時 鉧分～夜９畤まで
土･日曜･祝日

朝 8 時 諭分～夕方５時まで

毎月第１月曜日

12月29日～
１月３日

自
動
交
付
機
に
よ
る

「
住
民
票
」
等
の

発
行
の
休
止
に
つ
い
て

目

動

交

付

機

で

税

関

係

証

明

書

を

発

行

す

る

こ

と

に

伴

い

、

次

の

朋

間

、

機

械

閥

盤

の

た

め

自

動

交

付

機

に

よ

る

「

住

民

票

」
、
「
印

鑑

９

舁

証

明

拑

」

の

発

行

を

休

止

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

の

で

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

。

◆

休

止

期

間

平

成
1
2
年
1
2
月

２

日
（

亠

か

ら
1
2
月

４

日
（

月

）【

三

日

凹

◆

休

止

す

る

自

助

交

付

機

役

場

、

観

月

台

又

化

セ

ン

タ

ー

に

設
一

の

自

動

交

付

機

Ｏ

た

だ

し

、
1
2
月

４

日
（

月

）
は

、

住

民

課

窓

口

で

発

行

し

ま

す

。

ご
・「

印

鑑

登

録

証

明

－

」
を

必

要

と

さ

れ

る

方

は

、「

印

鑑

登

録

証

」
を

ご

持

参

下

さ

い

。

休日でも！時間外でも

！
便利な自動交付機を利用するには

町民カードが必要です

町民カードの申請方法

１ 。 カ ー ド の 作 成 （申請は本人に限ります｡）

＊申請資格者は、|叫見町に化民ひ録をしている方、lil　

貼町に外国人登録をしている方。（ただし､15歳未満の

方、成年後見者の方は申請できません｡）

●

２ ． 暗 証 番 号 の 登 録

＊自動交付腹を利用するときに使川する番り･し1 哘｝

を登録してください。

４･

３ ． 国 見 町 民 カ ー ド交 付

＊免許証やパスポートなど身

分を証明するもの.また印鑑登

録をされている方は「印鑑登録

証」も必ずご持参ください．

町民 力－ドは、役場住民課にて受付即交付しています。

カード交付手数科は初回無料です。（肖発行の場合は300
円かかります｡）不明の点はお気軽にお尋ねください、

既に町民カードを綫 ちの方は税腮係証明●も発行が可齟です

お
問
い
合
せ

住民票･印鑑登録証明儺･町民カードに関すること

住民 課　 戸 籍住民 係　 谷 585  ｰ  21  15

税関係証明震に関すること

税 務課　 収 納係　　　5  日 5  ｰ  2780



平成12 年度

上半期財政状況
一般会計の執行率 は４５.８％

地
方
自
治
法
及
び
町
条
例
の
規

定
に
よ
り
、
平
成
十
二
年
四
月
一

日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
上
半

期
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
　
　

＊
　
　

＊

一
般
会
計
で
は
、
予
算
総
額
四

十
八
億
九
千
七
百
七
土
（

万
円
に

対
し
、
収
人
済
額
が
二
十
七
億
三

千
五
百
二
十
二
万
六
千
円
（
五
五
・

八
％
）
、
支
出
済
額
が
二
十
二
億
四

千
三
百
五
十
七
万
千
円
（
四
十
五
・

八
％
）
の
執
行
状
況
で
す
。
各
特

別
会
計
及
び
起
債
残
額
に
つ
い
て

は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

各
会
計
と
も
適
正
な
収
支
状
況

で
あ
り
。
ま
た
各
事
巣
に
お
い
て

概
ね
計
画
通
り
執
行
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

・上半期一般会計の執行状況・

【歳　 入】　　　　　　　　　　　　　　　　　4●愃:千円y
区　　分 予 算 現 額 収 入 済 額 収入皐(％)

町　　　　 椪 932 , 6 57  3 .0
地 方 皿 与 機 74. 3.271 31.4
各 種 又 付 金 164. ｰ . 5 S2.8
地方特例文付金 23. OOO %. 57 ｱ ｰ 242
地 方 文 付 奴 2.197000 6  . 1 76.9
分担金及び負担金 24.727 10 , 4 422
使用料及び手数料 5  2 2SXS2 51.9
圃 庫 支 出 金 2 .9 〃 11.5 4.S
菷　 支　出　 盍 1 能 .5 〃 298&4 16.4
縁　　λ　　金 2 .9 6. 聞 1 2_5
縁　　皿　　會 132jaa ｰ .410 111
諸 収 入 ほ か 85.824 31 3 れ 0
町　　　　 愉 49 み 61 , 0 12.4
合　　　　 計 4a9ｱﾌ60 2. 5. 551

【歳 出】　　　　　　　　　　　　　　　　　1●t:千円j
区　　分 予 算 瓊 額 支 出 済 雙 執行串(％〕

誦　　會　　費 ! 0 1 新 .2 .3

綛　　稿　　費 3. 7 2 .7 39.9
民　　生　　費 4 聞 . 興 3 1 .93 ｰ 42.2
櫛　　生　　費 765.4 四 370.3 〃 48.4
輿 林 水 産 費 4 .519 一 四 .817 四 .9
爾　　工　　費 .0 31 25 66､3
土　　木　　費 658177 15  3 .0

消　　略　　費 2 , 6 95495 43､3
軟　　育　　輿 832 , 5 〃 476,qgl 57.2
公　　債　　費 736.5 4  . 9 66､3
予 傭 臂 ほ か 5. 9 - -

合　　　　 針 4. 能 7 ､ 760 22 .5 45.3

・上半期特別会計の執行状況・ ( 巓位：千円)

林別会叶名 予・現鑢 収入満額 収入皋 ｜支出済・ 執行率(％)
山員 育 美財 纜 ３１３ 4心4 129.11　　34 10.9
公共下水遭事業 5. 7 98 , 273 31.2Ｉ　Ｑ,- 19.8
老　人　偉　健 1.011.187 471.88 46.6 419. 4 41.5
国艮 皿康 保 険 7842Q9 320.8心? 42.0 2  28 33.9
土地 矚発 事業 674147 151.425 22.5 100 0.0
渇水 対 爾篇 設 属 .924 3 8.S 4. 7 6.3
貝田 艢暴 水ｌ 10,Sｱ6 6,6(X) 62.4 5.449 51,S
介　謹　母　賄 1.32 165,7㈲ 4a.6 94,3S¶ 27. e

給食 セン タ ー 70 , 12 , 5 18.0 8  28 12.6
大木 戸町 産区 200 216  ーa. 0 51 2S.5
入 山 町 麌 区 25.53 12. 6 48,6 3.931 15.4
驛 田 財 産 区 200 200 18.0 50 25.0
石毋田町蟶区一皿舎跏 158 146 92,4 48 30.4

・ 水 道 事 業 会 計 ・　　（単破:干円）

区　　分 収　 入 支　　出
予算璞麟 収λ満額 予算璞錢 支出済翻

収益的収支 ｰ , 285 89.350 156j91 和 . 2
資本的収支 39.259 ０ 482 〃 8.519

・起債残高・

区　　 分 9月末残高(千円)
一 般 会 針 4.183.574
上　 水　 遭 159.476

下　 水　 道 1.356418

合　　　 計 5.699.

国
見
町
の
財
産

平
成
十
一
年
度
末
に
お
け
る
。
公
有
財
産
の
状
況
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

学
校
を
は
じ
め
各
集
会
施
設
な
ど
、
町
で
所
有
す
る
上
地
の
総

而
積
は
三
卜
六
・
一
こ
㎏
（
道
水
路
は
除
く
）
、
建
物
は
四
万

八
千
㎡

に
及
び
ま
す
。
特
定
の
目
的
や
迎
用
を
図
る
た
め
の
積
み
立
て
で

あ
る
基
金
は
、
総
額
卜
六
億
七
千
万
円
あ
リ
。
こ
の
他
に
も
証
券

や
債
権
。
出
資
金
及
び
物
品
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
次
の
表

の
と
お
り
で
す
。

町
の
財
産
は
、
皆
さ
ん
の
負
担
い
た
だ
い
た
税
金
な
ど
に
よ
り

形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
適
正
に
管
理
巡
営
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
数
量
、
金
額
等
に
つ
い
て
は
、
毎
年
決
算
書
に
よ
り
、
議
会

に
報
告
し
て
審
在
・
認
定
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

公有財産一覧 {平成11年度ま}

用 遠 土 地 皿 紬 主な使用例

ａ

庁龠･消防旄放 10396M　3.  5㎡ 役場斤舎．消防旄放

李餃筒遺篇饋 18. ㎡ 20,948㎡ 吝小中辛校
、幼稚圃、

俣育所．給食センター

公tl拿宅 3 み 157㎡ 亂 0 ㎡ 各公営住宅

財|集会施設及び
盾 体青施設 132､486㎡

-　 －8.6 ㎡

13225㎡
観月台艾化センター．荅鴛会篦皿、

各 置 動 場 体育館

｜　｜その他 977㎡ 文化財間姐、緑姐公国など　 』

計 0.0 48.022㎡

雷通財麿  ー3.82 －１贊付地、保留埴など

奩　 針　 一 .  1 ㎡ 48. 2㎡

用途ごとに分燻し作成したもので．繼會提出の区分とは輿なります，

|財産区有山林面積371,6れa/立木の推定葺禎量47  一 うち分口襯 3.  }

墨　 金 16億7.127万円 財蝕調整基金など17基金土地等の保有分も食額で良記

有価証券　　　B46万円 岡武羂急行株券など

出 資金
一

憧　 権

7 電 3.3万円 水道用水醂蕕企業団など

2讎5218万円 受学資金・墻総債贊付金など

自動車

40台
う ち 漓 劾 ポ ン プ

自 驂 廱14 齒



グラビア

鹿島神社例大祭

莇
・
の

代

表

的

９

秋

祭

り

で

あ
．
る

鹿

輿

神

廿

倒

友

祭

が

回

卜

９

・
2
0
日

に

付

わ

り

蔀

日

煢

涵

虍

に

ぶ

露

天

が

骭

を

連

ね
　

天

勢

の

人

々

で

賑

わ
・
い

ま

し

た

．

裃

輿

が

神

社

へ

爬

る
2
0
り

の

夜

．

乍

り

は

霰

名

潮

を

迎

え

、

冲

閔

を

め

ぐ

そ

４

台

の

袮
√

に

ツ

山
－
？

の

ぶ

つ

フ

リ

自

ゴ

勇

廿

に

鯑

―
。ｆ
広

げ

・．つ
ｒ

ご
ズ
ー
し

か

地域安全メッセージ伝達
安令で安心,.,て生活,で きる地域社今つく り

を推進し.l うと「地域安 全キャラバン:溥」が

咄弓司卜 采襾し 澡し た　 地区1坊犯指導31 を代

重して･高田弄天さ,へ,∠１ロト モ ヂさべ,らがj9

防 犯協会辿合会長の佐 藤 知 事から」のメッセ ー･

ジを受け彫り 厂冨:永日JR へ伝達し まし た ．こ

の坩り組みは犯罪 ．事故，災害等 の不安のな

い安全な 地域社会の実現を目 指し ，県民に凪

く 澡動の浸 透を盻指し たもの で！.

春まで元気で
町宮枚野が70 月17卩¶翊牧し ，.こ!1j で牧野

でのびのびと元 気に召,ごし た=乍たらが義が啄

へ,戻り まし た，今年は 町内のll:牛50 が牧野

で 齏を泪ごし ，軻8 11』が受 胎し ました，牧野

を慨 殫１ る国兒,牧野!|』用組合の高  岐  合

艮は111複式で「大以1な肓1牛･や･不弓,お返しし ま

１　 来 ﾓ . 元気で放牧できるよう ，自宅.でし

健ｔ 笆pil:,j ･1駟ください 」とあいさ″じし4.し

た．

法
務
大
臣
表
彰
　

戸
籍
事
務

徇
目
門
日

匚
る
京

で

閧
催
さ
れ
た
全
国
滯

合
石‐
籍
事
務
協
丿
会
総
会
の

席
‐弌

隋
藾

事

峰
。の
死
土

。
分
限
に
寄
与
し
た
こ
と

に
よ

り

法
務
工
巨
よ
り
４
・尹
衣
夫
町
長
が
理
事
名
喪

彰
を
・受
け

躁
し
か

。
戸
陥
事
穐
の

適
正

執
行

は
韜
」と
よ
リ

。
柚
に
「
一
ン
ヒ
ュ
ー
タ
化
へ
の

偈
疝
的

な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で

１

東
北
で

は
３

名

。
个
ゑ
で
も
2
2
名
の
み

の

表
彰
で

す

。

秋



大 運動 会

10月９日4 体育の日1･に開催された町民大運動会．入

場行遷．阨会式は上野台総合グランドで闍釐されたもの
の､あいにくの天候から鰻技はグリーンアリーナ923での
突施となりました. バラエティあふれる22種目に子供か

らお年寄りまで大勢の网民の皆さまが参加し．鯑戦が綬
リ1瓦げられました､I

秋の
稔りに

驫
江
野
小
５
・
６
年

生
は
「
総

合
的
な
亨
習
の
時
間
」
を
利
用

し

９
｛
月
2
8日

に
稲
刈
り
を
、

１

月
円
日

脱
鍛

一
写

真
ゝ

を
行

い
ま
し
た
、．

大木戸小では10 月j1日に 全校ｌ で稲刈りを･ 写

蒭 、31日 には５・６年生による 脱假作業が行 われ

まし た｡で きたお米で1･2 年生が餅つきに挑みます、

10月19 日藤田 保育圏の圃児50 名は ，爽

折网緑風囹のおじいさん ，おぱあさんと

一緒に ．大きく 脅ったさつ まいもを掘り

まし た，収穫さ れたいもはさっそく娩か

れて ．美味しくい ただき ました,ｴ

９

月
3
0日

。
小
坂
小
学
岐
令

校
児
童
で
稲
刈

り
を
し
ま
し
た
一
。

こ
の

収
穫

を
呪

い
。
二
　
矼
　
エ

に
は
「
み
の

り
の
集
い
」

を
実

施
し
ま
す
。



学
習
の
成
果
を
披
露

学
習
発
表
会

●
大
枝
小
学
校

組
合
立
人
枝
小
学
校
は
ト

ー

月
瓦
囗
に
学
習
発
表
会
を
開
催
。

責
任
あ
る
係
り
活
助
を
す
す
め

な
が
ら
、
児
嗷
自
ら
が
会
場
係

や
放
送
係
な
ど
の
役
割
分
担
を

し
て
。
準
備
・
巡
営
を
進
め
ま

し
た
。
大
枝
地
区
の
歴
史
変
遷

を
時
代
ご
と
に
振
り
迦
る
。
六

年
生
の
劇
「
二
〇
〇
〇
年
人
枝

か
ら
発
信
」
を
は
じ
め
、
各
学

年
毎
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る

演
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。。
全
校

児
艤
が
心

。
つ

に
し
て
歌

う

「
ビ
リ
ー
ブ
」
は
、
毎
月
の
令

皎
｀
日
楽
災
会
の
集
人
成
、
人
き

な
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

●
藤
田
小

学
校

各
学
年
毎
に
「
元
気
い
っ
ぱ
い
」

『
心
一
つ
に
』
と
い
っ
た
テ
ー
マ

を
設
け
、
藤
ｍ

小
学
校
の
学
桝
発

表
会
は
枦
ｕ

卜
八
口

に
川
催
さ
れ

ま
し
た
。
六
年
乍
の
「
よ
だ
か
の

皿
」
を
は
じ
め
、
各
学
年
毎
の
力

い
っ
ぱ
い
の
演
技
や
、
迫
力
あ
る

演
灸
、
未
晴
ら
し
い
歌
声
が
響
き

渡
る
と
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
丁

が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

●
森
江
野
小

学
校

ト

ー
川
四

目

に
行
わ

れ

た
森
江

野
小

学
校

学
習

発

表

会
で

は

。
会
場

の
体

青

館

に
児

童

の
糾
愚

な
分

野

の
作

品
が

展
示

さ
れ
ま

し

た

。
ス
テ

ー
ジ
で

は

、
六

年
生

の
劇
『
消
え

た
少

年
』

を
は

じ
め

元
気

。
杯

の
演

技

が
繰
り

広
げ

ら
れ

ま
し

た

。
四

二
瓦
年

生
は

和
太

鼓

に
挑

峨
。

勇
壮
な

目
本

の

響
き

を
再
現

し

叫
采
を

あ

び
ま

し
た

。
和

太
妓
の

歴
史
に
つ
い
て
の
解
説
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
も
の
で
す
、

●
小
坂
小
学
校

「
心
を

．
つ
に
夢
と

感
助
を
伝
え
よ
う
！
」

を
テ

ー
マ
に
小
坂
小
学

校
の
学
習
発
衣
会
は
卜

．
川
四
目
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
ご

』
れ
ま
で
、

総
合

的

な
学

習
を

辿
じ

て
学

ん

だ
小

坂
地
μ

の

こ

と
を
、
三
年

生
は
「
小

坂
の

春

」
六
年

生
は
「
お

ら

が
ふ

る

さ
と

物
鵬

」

と

し
て

、
児
・叭

自
ら

つ

く

り

あ
げ

、
生

き
化

き

と
表

現
し

ま
し

た

。

●
大
木
戸
小
学
校

人
木

戸
小

学

校

の
学

習
発
表

会

は
卜

月
ニ

ト

ニ

囗

に
行

わ

れ
、
児

童

一
人

．
人

が
発

表

の
役

割
を

分
担

し

、
全
児

収

が
衣

現
す

る

こ
と

で
っ

く
り

あ

げ
ま

し

た
『
．
各

学
年
十
数
名
と
決
し
て

多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

全
貝
が
力
介
わ
せ
て
左

派
な
発
表
会
と
な
り
ま

し
た
。
企
校
生
徒
六
ト

ー
。名
に
よ
る
『
世
界
中

の
ｆ
供
た
ち
が
』
は
と

て
も
ス
ヶ
Ｉ
ル
の
人
き

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
、

県北中では柏葉祭

県北中学校では［ 未来にはばたけ！

勇気と希望を胸に］をテーマに．第32

回柏 葉祭が開催され まし た10  月

は観月台文化センターで「校内 合唱コ

ンクール」が開かれ､21 凵には県北中

を会場に 今年からの試みとして、総 合

的 学習での 研究の 成果 を展示し まし

た． また、体介館 ステ ージでは、大分

県国兄町訪問などの 活動報告や．「同

見夢 指頭 」が披 露．バンド 演奏も繰り

広 げられ ました．



ポ
イ
ン
ト
国
民
年
金

NO.4

遺族基礎年金
不幸にも、一家の働
き手が亡くなったと
き、残された子ども
のいる妻や子供が受
けられます。

遺族基礎年金は次の場合に支 給さ れます

・国民年金に加入している間に亡くなったとき

・加入をやめた後でも60歳以上65歳未満で日本
国内に住んでいる問に亡くなったとき

・老齢基礎年金を受けている人または老齢基礎

年金の資格期間を満たしている人が亡くなっ

たとき

遺族基礎年金を受けられる遺族

遺族眺礎年金は、 亡くなった人に生計を維持されていた次

の遺族に支給され ます。

・ 了･と生計を同･ にしている亡くなった人の 妻

・ 亡くなった人のr･

★f は｡18歳 まで（18歳 になった年度末まで）のｆ または20

歳未満で｜ 級・２級の障舎のある人です。

ただし。了･に 支給される遺族基礎年金は、 妻が受けている111

】は 支給が停 止されます。

遺族基礎年金の年金額

○子のある妻が受ける年金額

基本額 加算額 合計額

了･が１人のとき 804.2 開川 2 引 .400円 l, 035.600円

1'-が２ﾉ､のとき 804､200円 462.800円 L267. 開 0円

子が３人のとき 804.200円 5:900 円 l,34･U00川

○子が受ける年 金額

基本額 加算額 合計額 1人あたりの翻

fがｌな)とき 804,200円 804 ､ 200円 804.2 円

子がご人のとき 804.200円 2 引 .400円 L035.6円 517.800円

昌川ﾒ､のとき 804.200円 308.58円 L267 , 0 開川 37 ( ) , 900 ﾄ 】゙

保険料納付要件
亡くなった月の 前々川までの国民 年金に 加

人しなければならない期間の うち、傑険料納

付沸期閥・ 免除期lnjをあ わせ て３分の ２以ll

あること｡
または、死 亡11がｆ 成18年3j｣311｣ 以 前の

場 介は。 亡くなっ たjjの 前々J｣までの 】年間

に保険料の未納がないこと。

注
意
く
だ
さ
い

国

民

年

保

険

料

の

口

座

引

き

落

と

し

は

毎

月

中

旬

・
。い

～

９

日

一・

と

な

り

ま

す

の

で
『

引

き

落

し

額

な

ど

確

認

い

た

だ

き

ま

す

よ

う

お

願

い

し

ま

す

。

11月は国民年金制度

推進月間です。

この機会に改めて公的年金の

大切さ を考えて みてください 。

国民年金Ｑ＆Ａ

Ｑ
基 礎年 金 番 号

通 知 曹 を 紛 失し
てしまいました。

古 い 年 金 手 帳は
持 つていますが、ど うすれ

ばいいですか。

Ａ

基
礎
年
金
番
号
を
記
載
し
た
年
金
手

帳
の
再
交
付
の
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

基
礎
年
金
番
号
は
就
職
や
退
職
し

た
と

き
、
年
金
関
係
の
手
続
き
を
行
う
と
き
に
必
要
な

も
の
で
す
。
基
礎
年
金
番
号
を
記
載
し
た
新
し
い

年
金
手
帳
が
あ
れ
ば
別
で
す
が
、
古
い
年
金
手
帳

で
年
金
番
号
が
変
わ
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
年
金

手
帳
の
再
発
行
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り

ま
す
。
年
金
係
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

手
続
き
を
行
っ
て
下
さ
い
。

ま
た
、
基
礎
年
金
番
号
は
あ
な
た
の
加
入

。
納

付
記
録
を
確
認
す
る
大
事
な
キ
ー
と
な
る
も
の

で
す
か
ら
、
大
切
に
保
管
す
る
こ
と
を
心
が
け
て

下
さ
い
。

問い合わせ
住民課年金係　585  ｰ 2179



保 健 だ よ り

保健梱祉喟ﾐ 憚髏増進輝ヵ(  5  2

年に１度は

胃がん検診

を受けましょう
日本人のがんの中で、胃 がんは肺 がんに次いで依然とし て多い が

んの一つです。

その要因のとして、塩分の摂りすぎなど が指摘されています。ま

た、いろいろな 種類の食物をバラン スよく食べること 、特に緑黄色

野菜の摂取は胄がん予防のポイントとなりま す。

胃がんは、早期に発見、治療すれば、ほぽ10  ｡ 治ります。早期が

んのうちは無症状のことが多いので、やはり予防のキメ手は定期 検

診。40歳をすぎたら、年に1 度は検診を受けましよう 。

★とき・ところ

11月20日（月） 東部高齢者等活性化センター

11月21日（火） 森江野町民センター

11月22日･C水） 国見町観月台文化センター

11月24日ぐ金） 国見町観月台文化センター

★受付時間

午前8  時 20分～午. 時 30分

★料　 金

600円（国民健康保険に加入されている方は無料

となりますので，保険証を持参し てください。ま

た｡昭和６年４月１日以嗣生まれの方｢ 歳 以上｣，

住民税非課税世帯。生活保護世帯の方も無料とな

りま１ ので。受付に申し出てください｡)

★対象者

昭和36年４月１日以前に生まれの方に限ります。

世帯管理調査台帳で希望された方には襖診票を

配布いたします。また ，新らたに希望される方は。

連絡を頂ければ受診できます。

＊＊＊　　乳　児　検　診　　 ＊＊＊

骸　 当　 乳　 児 実 施　日 受 付 時 間 会　　 場

・３か月児（平成12年９月生まれ）

・９か月児（平成12年３月生まれ）
１月25日（木） 午後1  時 分～午後２時

観月台文化センター

第１和室

(健診内容)
☆医師の指導．身長・体埀測定、調乳、離乳、予防接種などについて　☆母子手帳を忘れずに！

楽
し
く
歩
い
て
健
康
づ
く
り
！

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

十
月
一
．ト
ニ
目
（
日
）
、
秋
晴
れ
の
な
か
第
亅
．二
回
町
民
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
人
会
が
子
供
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
約

二
一
〇
名
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
．
コ
ー
ス
は
ｈ

野
台
運
助
公
園
グ
リ
ー
ン
ア

リ

ー
ナ
か
ら
石
母
川
を
通
り
阿
沖
ａ

志
山

瓜
を
仕
枚
す
る
約
九
キ

ロ
の
コ
ー
ス
で
．
途
中
タ
オ
ル
で
汗
を
ぬ
ぐ
い
、
色
づ
き
は
じ
め
’

た
景
色

を
満
喫
し
な
が
ら
、
自
分
の
健
康
の
た
め
思

い
思
い
の
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
秋
の
一
日
を
楽
し
み
ま
し

た
．

川

会

式

で

は

、

最

高

齢

者

．

最

年

少

矜

賞

や

舍

婚

夫

婦

、

親

子

．一
．
皀

代

賞

等

の

各

賞

の

発

表

が

あ

り

、

そ

れ

ぞ

れ

に

記

念

品

が

送

ら

れ

ま

し

た

．

酘

鳥

齡

の

男

性

は

後

藤

博

さ

ん

ｉ

歳

）
．

女

性

は

武

Ⅲ

ト

ト

ノ

さ

ん

丹

歳

）
、
金

娼

人

婦

は

只

田

の

佐

藤

武

治

さ

ん

テ

ル

さ

ん

ご

人

婦

で

し

た

．

ウォーキングを
長く続けるポイント

・

通
勤
や
買
い
物
時
は
な
る
べ
く
歩
く
よ
う
心
掛

け
る
な
ど
毎
日
の
生
活
に
組
み

込
み
ま
し
ょ
う
。

一

何
キ
囗
痩
せ
る
と
か
健
康
保
持
の

た
め
等
し
っ

か
り
と
し
た
目
標
を
立
て
る
こ

と
が
謚
要
で
す
。

一
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
の
コ
ー
ス
は
飽
き
が
く
る
の
で

た
ま
に
は
コ
ー
ス
に
変
化
を
つ
け
て
み

ま
し

よ

‘つ
。

一
や
っ
て
よ
か
っ
た
！
と
言
え
る
よ
う
効
果
を
自

覚
し
て
み
ま
し
ょ
う

。



全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

金
・
銀
二
つ
の
メ
ダ
ル
を
獲
得

松浦辰雄さん

郎

山

″ｕ

の

川

体

と

い

え

る

（

第

一
．
．Ｌ

六

川

全

閥

身

体

障

害

者

ス

ポ

ー

ツ

人

会

こ

き

ら

り

ん

ぴ

っ

く

富

山

）
が

卜

月

．
卜

八

・

．
卜

九

日

に

富

山

県

で

闘

催

さ

れ

、

県

代

表

と

し

て

、

町

町

の

松

浦

公

雄

さ

ん

一
石

毋

川

原

一

が

出

場

、

叭

椅

ｆ

陸

匕

競

技

の

百

．
’‐
（

八

秒

九

）

で

優

勝

し

．

淞

．メ

ダ

ル

を

獲

糾

し

ま

し

た
　

ま

た

、

同

μ

ｒ

．
‘
で

も

唯

優

勝

こ

（

分

ｈ

二

秒

四

）

と

い

う

、

輝

か

し

い

成

紋

を

お

さ

め

ま

し

た

松

浦

さ

ん

は

『
一
日

分

の

力

を

試

し

た

く
、
や
れ
る
だ
け
の
こ
と
を
や

っ
て
の

出
瑚
で
す
ご
と
こ
れ
ま
で
の
努
力
を
か

み
締
め
な
が
ら
、
優
幡
の
改
‥
び
を
諸
っ

て
く
れ
ま
し
た
。鷁
も
っ
と
若
い
人
が
私

を
抜
き
さ
る
よ
う
で
な
い
と
」
と
の
。ｊ

茣
も
。。卜

年
前
に
１
故
で
足
が
不
自
巾
に

な
り
。
叭
綺
ｆ
の
生
活
へ
．
ｆ

成
じ
年

に
柵
島

県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
人
会
で

は
、
呶
い
す

バ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
ー
ル
の

キ

ャ
プ
テ

ン
と
し
て
参
加

ト
レ
ー
ニ
ン

グ
と
し
て
始
め
た
マ
ラ
ソ
ン
か
き
っ
か

け
で
、
ホ
ノ
ル
ル

マ
ラ
ソ

ン
に
も
出
場

し
ま
し
た
。
今
年
も
人
分
川

際
人
会
に

出
場
と
の
こ
と
。「
冖

。‐
の
よ

う
な
短
距

離
で
の
番
加
は
あ
ま
り
経
験

が
無
い

」

な
か
で
の
優
勝
で
す

。

倭
勝
の
報
告
を
す
る
松
浦
さ
ん

梅津さん鈴木さんが再任

人権擁護員

人

権

崘

護

委

八

に

梅

沖

＆
卜

夫

さ

ん

（

町

汽

左

一
、

鈴

木

キ

ヌ

さ

ん

｛

町

真

心

｝

が

．心
‥
仟

さ

れ

、

こ

の

ほ

ど

Ｍ

水

町

長

よ

り

＆
‐
噸

状

が

伝

達

さ

れ

ま

し

た人

伶

擁

護

委

ほ

は

．

人

格

や

見

識

に

優

れ

、

人

権

擁

護

に

理

解

あ

る

人

を

町

が

議

会

の

同

心

を

得

て

推

薦

し

．

法

務

人

臣

が

委

噸

す

る

も

の

で

す

．

駄

本

的

人

権

を

侵

す

さ

ま

ざ

ま

な

こ

と

を

監

倪

、

救

済

す

る

た

め

に

、

人

佃

侵

犯

心
Ｅ
件

の

刈

介

や

怕

鰕

収

集

．

法

務

人

臣

へ

の

唯

心
‥
．

関

係

機

関

へ

の

勧

叱
‥
な

ど

を

行

い

ま

す

．

町

内

で

は

今

川

．山
‥
任

さ

れ

た

、

梅

津

さ

ん

鈴

木

さ

ん

を

は

じ

め
『

次

の

４

名

の

方

が

人

権

擁

通

委

員

と

し

て

活

動

い

た

だ

い

て

お

り

ま

す

人

降

に

関

す

る

悩

み

や

心

配

ご

と

が

あ

っ

た

場
（

い
に

は

．

乱

軽

に

ご

相

談

く

だ

さ

い
　

秘

臨

は

厳

守

さ

れ

ま

す

．

◇
　
　
　

◇

鈴

木

半

ヌ

さ

ん

g
5
7
7
1
5
2
1
0
　

梅

津

幸

夫

さ

ん

n
5
8
5
1
5
8
1
6
　

中

野

孝

雄

さ

ん

冊

５

８

’む
－
4
2
9
8
　

宍

戸

惣

兵

衛

さ

ん

ｇ

５

８

５

－
4
2
0
1

まち再発見くにみの

民話かるた

首

の
な

い

将
門
来
た
と

子
ど
も

い
い

こ
の
謡
は
小
坂
の
お
年
寄

り

か
ら
聞

い
た
鵬
．

む
か
し
、
ｆ
将
門
が
刺
廷
に

．叛
き
．

侠
藤
太
に
吋
た
れ
た
乱

が
あ
り・
ま
し
た

．

死
行

の
祟

り
を
何
よ
り
も
恐

れ
た
．ず
安
時
代
の
こ
と
、
無
惨

に
死
ん
で
い
っ
た
た
く
さ
ん
の

武
者
達
の
ぶ
に
対
す
る
人
々
の

恐
怖
は
大
変

な
も
の
で
、
そ
の

霊
を
慰
め
悪
霊
に
な
ら

ぬ
よ
う

塚
を
作
っ
た
り
．
ｆ

び
く
供
４

し
て
祀
っ
た
り
し

た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す

そ
れ
で
も
死
行
逹
は
時

々
怨

念
を
柿
っ
て
現
わ
れ
．
夜
巾
、

カ
ツ
カ
ツ
と
川
蹄
の
ＩＭ
響
か
せ

冖

無
し
武
者
と
し
て

現
わ
れ
た

と

か

、

甲

Ｗ

の

振

れ

入
‥
・
１

口
さ

せ

な

が

ら

血

だ

ら

け

の

亡

乱

八

荐

の

行

列

と

し

て

現

わ

れ

た

と

か

．

そ

れ

を

兒

だ

人

は

ほ

ど

な

く

死

ぬ

ほ

か

な

か

っ

た

と

か

な

ど

と

伝

え

ら

れ

て

い

ま

す

．

さ

て

わ

が

町

の

い

い

伝

え

に

よ

れ

ば

、

侠

藤

太

に

討

た

れ

た

将

門

は

、
・
Ｌ

Ｗ

と

な

っ
・
て

わ

が

ｙ
目

を

探

し

て

長

い

間

さ

ま

よ

い

歩

き

．

或

時

．

こ

の

地

に

や

っ

て

幺

た

と

い

い

ま

す
　

と

こ

ろ

が

た

ま

た

ま

．

幼

い

ｆ

が

そ

れ

を

兒

て

無

邪

乱

に

．「

あ

っ

片
‥
の

無

い

人

が

歩

い

て

る

よ

っ

」

と

人

声

で

指

さ

し

た

と

こ

ろ

、

将

門

は

バ

タ

ツ

と

倒

れ

、

鯉

の

よ

う

に

洲

え

て

し

ま

っ

た

と

い

う

お

話

で

す



インフォメーション

募
　
集

く
ら
し

と
お
か
ね

体
験
作
文
募
集

貯
蓄
広
報
中
央
委
員
会
で
は

『
く
ら
し
と
お
か
ね
体
験
作
文

コ
ン
ク
ー
ル

』
の
応
夢
作
文
を

募
集
し
ま
す
。
賢

康
の
運
川
管

理
、
生
活
設
計
で
の
工
夫
や
苦

心
、
子
供
に
対
す
る
金
銭
教
育

な
ど
、
暮
ら
し
と
お
金
に
関
す

る
作
文
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
方
法
・：
Ａ

四
版
川
紙

に
こ
千
字
以
内
縦
書
き
で
、
氏

名
、
住
所
、
年
齢
。
職
業
等
を

記
人
く
だ
さ
い
。
▼
募
集
部
門

…
①

お
か
ね
の
育
て
方
、
守
り

方
②
わ
が
家
の
や
り
く
り
と
生

活
改
計
③
子
ど
も
と
お
か
ね
▼

募
集
期
間
…
十
‘「
月
一
日
か
ら

平
成
十
三
年
二
月
二
十
日
ま
で

▼
表
彰
・：
特
賞

及
び
入
遇
に
は

賞
状
と
賞
金
を
贈
Ｑ
｀
し
ま
す
。

★
応
募
・
問
い
合

わ
せ
先

〒
‐

０
３
‐
8
6
6
0

日
本
銀
行
情
報
サ
ー
ビ
ス
Ｍ
内

貯
餅
広
報
中
央
委
員
会

『
く
ら

し
と

お
か
ね
の
体
験
作
文
』
係
n
0
3
1
3
2
7
9

‐
1
1
1
1

勤
労
者
文
芸

コ
ン

ク
ー
ル

県
内
に
働
く
力
が
助
劣
の
余

暇
に
作
成
し
た
作
品
の
発
及
の

鳩
と
し
て
、
ま
た
、
文
化
向
上

を
図
る
た
め
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル

を
閧
催
し
ま
す
。
こ
れ
に
出
展

い
た
だ
く
、
詩
や
短
歌
な
ど
の

作
品
を
莽
集

い
た
し
ま
す
。

▼
募
集
部
門
…
次
の
四
郎
門

に
よ
り
何
肺
門
で
も
応
募
で
き

ま
す
．

①
詩
（
二
緇
以
内
一
編

が
四
百
字
脂
原
穣
川
紙
三
枚
以

内
）
②
短
歌
（
五
筒
以
内
）
③

俳
句
（
五
句
以
内
）
④
川
柳
（
五

句
以

内
）
▼
応
募
資
格
…

県
内

で
鋤
く
方
の
創
作
で
未
発
表
の

作
品
▼
応
募
方
法
…
原
稿
川
紙

の
濕
屶
に
部
門
、
氏
名
等
を
明

記
し
．
左
記
に
送
付
く
だ
さ
い
．

▼
締
切
：
一
十
一
月
三
卜
日

★
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

一
T
9
6
0
1
8
6
7
0

福
鳥
県
雇
川
労
政
課
内

福

鳥
県
労
政
協
会

ｇ

５
２
１
‐

お
知
ら
せ

回

収

し

ま

す

！

”

あ
な
た
の
家
の
古
い
電
話
帳

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
古
く

な
っ
た
電

話
帳
を
積
極
的
に
同

収
し
て
、
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル

を
図
っ
て

い
ま
す
．

新
し
い
電
話
恨
（
十
一
一
月
中

に
お
届
け
の
”
Ｅ定

）
を
受
け
と

ら
れ
た
際
に
、
古

い
電
ａ

恨
を

配
達
員
に
お
渡
し
下
さ
い
．

ま
た
、
配
達
員
に
渡
せ
な
か

っ
た
方
は
後
日
改
め
て
回
収
に

伺

い
ま
す
の
で

、
次
ま
で
ご
迎

絡
く
だ
さ
い
．
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
．

★
問
い
合
わ
せ

・
連
絡
先

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
　

圃
０
1
2
0
1
5
0
6
3
0
9

うつくしま未来博
01年(平成13年)７月７日～９月30日開催

第1期回目切迫る！
うつくしま 未来 博前見入場秀の 第１期発允皿 問は 、今年の

12月末 までとなってい ます.第１ 畊分は 入場科金か大きく 割

引さ れる 特典かあり ．この機会にお 急ぎご 賦入く ださい．

前売入場券の内容

|- 。

種　 類

｜　　入場料金（湃費税含む）

区　 分
第 期 物 売 券第 翻 制 売秀 当日充髣

( 123まで)
03.1  靆

～７．６)
( 13. た 1
～9.勍

－１
普

通
入塲券

大　 人 2,5(X)円 2. 3,C瞭ll

高 校生 1.5(X)円 1,71×1円
2.

小･中学生 1.1(X)円 1.3(X)円 1,5Cxixl

全 期 藺 過 大　 人 6.(XX〕円 6,5(X)円 1.

用 入場券 Ｉ高 校 生

匿ｽ ﾎﾟ'卜髣〕｜小･中学生

2,8(X)円 3. |円 3.8(X)円

2,(XX)円 2.48 |円 2.

＊大人、高校生､･小、中学生の{Ｚ分は平成13年４月１日を
基準日とします.

＊｢パスポート券｣は､本人に限り未来博会朋中何回でも目
由に入場でき．大変お貰い佃です.

＊平成13年４月１日現在で小学校来就掌の子供は無料です．
＊入場日現在65瘋以上の方．及び身体障富者手帳等をお携
ちの方には、特別聊引入場券があります．

鯲槲先・簡い合わせ
国見町うつくしま未来博推進協議会(役場企置商
工課585  ｰ 2927 》で随時販売しております。

西
分
署
だ
よ
り

消
火
器
の
か
た
り
商
法
や

不
適
切
点
検
に
ご
注
意
を

最
近
．
県
内
及
び
近
県
に
お
い
て
、
一
般
家

庭
で
の
消

火
器
の
か
た
り
商

法
や
、
会
社
等
各
寥
某
所
で
の
消
火
器

の
不
遇
切
な
点
検
に
よ
り
商
鮫
な
請
求
を
求
め
ら
れ
る
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
．

消
防
男
で
は
．
業
者
の
皀
話
や
販
宛
は
し
て
お
り
ま
せ

ん
．
口
先
だ
け
の
言
葉
や
身
な
り
・
難
度
に
惑
わ
さ
れ
な

い
よ

う
に
往
窓
く
だ
さ
い
．

ま
た
．
事
業
所
に
お
い
て
は

委
託
業
者
で
あ
る
か
確
認
す
る
な
ど
注
意
が
必
要
で
す
．

消
火
器
の
か
た
り
商
法
の
主
な
手
口

一

紛
ら
わ
し

い
身
な
り
で
、
消
防
署
の
方
か
ら
来
た
と

か
た
る
。

一

泌
改
正

に
な
り
股
Ｉ

義
務
が
あ
る
よ
う
に
偽
る
。
ま

た
消

防
署
の
世
話
に
よ
り
股
置
す

る
よ
う
に
な
っ
た

と
偽
る
。

消
防
蓁
貝
が
防
問
販
売
を

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

消防霍の方

から来ました
消火器は設置
か義務付けら
れてい蓼すよ

伊
達
地
方
消

防
組
合
西
分
署

ｎ
5
8
5
1
3
1
9
0



福
鳥
地
方
法
務
局
か
ら

り

桑

折

出

張

所

統

廃

含

襦
れ
｀
地
力
法
覇
局
桑
折
出
張

所
は
．
本
年
十
一
月
二
十
七
日

を
も
っ
て
福
鳥
市
の
本
局
登
記

祁
門
へ
統
合
と
な
り
ま
す
．
桑

折
山
張
所
の
管
轄
区

峨
で
あ
る

国
見
町
、
桑
折
町
及
び
伊
達
町

に
属
す
る
不
助
産
．
商
業
・
法

人
立
肥
事
務
は
、
下

記
の
本
局

に
お
い
て
取
り
扱
う
こ
と
と
な

り
ま
す
の
で
．
お
知
ら
せ

い
た

し
ま
す
．

統
廃
合
後
は
不
助
産
登
記
事

舟
は
す
べ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で

処

理
さ
れ
、
９
記
摶
謄
本

は
登

記
事
項
証
明
に
、
不
助
産
登

記

陦
の
閲
覧
は
登
記
事
項
要

約
’Ｉ

に
そ
れ
ぞ
れ
変
わ
り
ま
す
。

な
お
。
不
明
な
点
に
つ
い
て

は
次
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
．

★
問
い
合

わ
せ
先

福
鳥
地

方
法
務
局
総
務
課
　

〒
９
６
０
－

８
０
２
‐

福
脇
市
霞
町
一
１
四
六

福
島
合
同
庁
舎

ｎ

５
３
４
‐

１
－

‐
‐

国

の

教

育

ロ

ー

べヽ

国
民
金
融
公
庫
貸
付

国
民
金
融
公
庫
で
は
国
の
教

育
資
金
を
貸
付
し
て

い
ま
す
。

希
望
の
方
は
、
早
め
に
お
巾
し

込
み
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
融
資
額
…
学
生
。
生
徒
一

人

に
つ
き
、
二
百
万

円
以
内

▼

返
済
期
間
…
十
年
以
内
。
交
通

遺
児
家

庭
、
母
子
家
庭
に
つ
い

て
は
一
乍
廷
長
が
可
能
。
な
お
、

在
学
期
川
以
内
で
の
元
金
の
据

え
置
き
が
で
き
ま
す
。
▼
利
率

・：
年
子

四
％
（
ト

ー
月
現
在
）

▼
返
済
方
法
・：
毎
月
元
利
均
等

返
済
。
融

資
額
の
半
分
以
内
の

ボ
ー
ナ

ス
月
の
増
額
返
済
、
あ

る
い
は

返
沸
額
を
趣
中
で
増
額

す
る
ス
テ

ヅ
プ
返
済
も
町
能
。

★
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

国
民

金
融
公
庫
福
鳥
支
店

ｇ

５
２
３
－
2
3

４
1

年
金
教
育
資
金
貸
付

こ
の
貨
付
制
度
は
、
年
金
積

立
金
を
原
資
に
し
た
還
元
融
資

の
一
貫
と
し
て
、
厚
生
年
金
保

険
及
び
閥
艮
年
金
保
険
に
十
年

以
上
加
人
し
て

い
る
方
が
人
学

畤
や
在
学
中
の
教
脊
費
を
低
利

で
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
飼
度

で
す
．

ま
た
、
こ
の
貸
付
は
、

国
民
金
融
公
庫
の
一
般
教
育
口

Ｉ
ン
と
の
併
川
も
で
き
ま
す
．

▼
融
資
金
額
・：
学
生
・
生
徒

一
人
に
つ
き
◆
．が
生
年
金
保
険

加
人
中
の
方

百
万
円
以
内
◆

国
民
年
金
保
険
加
人
巾
の
力

五
卜
万
円
以
内

▼
融
資
利
串
…

年
二
・
四
○
％

（
ｔ

一
月
現
在
）

▼
返
済
期
間
・：
十
年
以
内
（
据

置
川
川
は
在
学

期
川
内
）

★
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

福
鳥
県
年
金
福
阯
協
会

5
2
2
1
2
6
1
1

北
山
組
合
よ
り

国
見
町
桑
折
町
有
北
山
組
合

で
は
、
九
月
二
十
九
日
開
催
の

定
例
細
会
に
お
い
て
、
平
成
十

一
年
度
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
決
算
額
は
歳
入
二
百

八
十

三
万
七
千
円
、
歳
出
二
百
七
ｔ

四
万
千
円
で
、
収
支

に
お
い
て

黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
の
で

報
告
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
卜
二
年
度
九
月

末
ま
で
の
執
行
状
況

に
つ
い
て

は

。
五
百
四
ト

ー
万
六
千
円
の

予
算
額
に
対
し
、
収
人
嶇
二
三
・

三
％
、
執
行
串

こ
（

エ
（

％
と

な

っ
て
い
ま
す
。

犬を飼っている皆さんへ

放 し 飼い は 厳 禁 で す

昼夜を問わず放し飼いは禁止されています。

つないでおくときも配達人や訪問客に危害を与えないようにし

ましょう。
散歩のときにも引き 綢などでつないで歩きましょう。

鑑札は首輪などにつけておさましょう。

万が一肘い犬が綢など から離れた場合でも鑑札や注射済票がつ

いてい ればすぐに飼い 主がわかります。
迷い 犬を探している場合や見つけた 鳩合は役場 住民譚に連略を

ください。

散 歩 中 の ふ̈ ん ” は 持 ち 帰り まし ょ う

闘い犬の汚物処理も 飼い主の責任です。

触歩中の糞は持ち帰り、公圃や道路、他人の土地、建物などを汚

さないようにしましょう。

捨て な い で く だ さ い

なんら かの理由により犬を飼えなくなった場合は 捨てたりせず

役場住民課へ相談してください。

犬に限らす､ 愛護貽物を虐紬したり 捨てたりすると法律により罰せ

られます。

捨て な い でくだ さい

・生活環境を守り、他人に危害 や迷惑をかけ
ないようにしましょう.

・員のあとしまつはきちんと し慙爽や環境

美化を損な わないようにしましょう.
・ 登録と年1回の狂犬病予防接種は必ず行い

ましょう．

問い合わせ先
倖民課 生活環境係  585 21  1 6

国勢調査への協力

ありがとうございました

国勢鵬査への協力ありがとうこざ

いました。調査票は個人悁報保護の

もと。現在集計作業を進めておりま

す。
本調査の結果は21世紀の町づくり

に活用されることとなります。

1
0月

―
凵
現
在
の
「
人

口
と
世
帯
」
は
、
国
勢
調

査
集
計
中
の
た
め
公
表
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

結
婚
お
め
で

と
う

宍

戸

孝

司

。
‘
・
Ｗ
…
出

光

ｆ

。
‘
（

第

一

）

誕

生

お

め

で

と

う

お
子
さ
ん
　
　

保
躙
考

佃
欒

莎

、・
‘

政

啣
ぐ

范

蠢

？

（
駅
前
）

蓬
ｍ

卵
岼
・

‘

祐
巾
冫

。一
ｔ

代
。

‘
｛
簿
汀
北

｝

佐

４

　
匹
雄
。

‘
ｉ

リ

デ
入
サ
ト
ウ
・

プ
リ

フ
ィ
カ
シ
オ
ン
。
Σ

μ

川

）

佐

傴
淬

醜
夕

和
哉
。
‘
・
峡

江
ど

太
Ⅲ
川
】

松
洲
嗽
吟

。
‘

帑
貴
司

鮠
堋
。
Σ

人
木
ど

讒
滌
快

成
ダ

和
弘
。

‘
・
真

川
ｆ

ど

鳥
収

｝

皈
藤

唯

輝

噤

・
‘

埃
介
づ

あ
ゆ
み
。

‘

（
板
蝸

）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

億

江
　

騰

。
‘
　

７５
　

（

第

９

）

唹

舘

イ

チ

’
‘
　

９２

（
人

町

肉

）

武

田

ウ

メ

。
‘
　
7
1
　

（

駅

前

）

佐

藤
市

太

郎

。
‘
　

一
　

｛

貝

迎

後

藤

キ

气

‘
　

７９
　

｛

鳥

取

｝

小

池

清

冫
　

８５
　

（

第

９

）

佐

久

回

正

寛

。
‘
　

７７
　

｛

第
1
2
｝

（

吩
月

３０

Ｈ

Ｍ

出

分

ま

で

）

１２月 の心配ごと相談

５日肉 松嗣 惣 一八

６凧さよll,4

15日吻 佐久間 嗇,４
佐藤 広笂a

25日面 占川 韓觴14
佐藤4:64

●塲蹐 役増(  2 )

･  時 午 9  時一止乍



生涯学習

つうしん

国見町教育委員会生涯学習課

(観月台文化センター)
向 ( 5 ) 2676 FAX  ( 〉2707

新

た

な

趣

味

の

発

見
　
　
　

｀

～
町
民
手
品
教
屋

国
見

町
公
民

館
１

催

の
趣

味
の

講
座
「
町

民
手

品
教
室

」
は
卜

月
卜

凵
に
開

駒
し

．．一
同

に
渡

り
行

わ
れ

ま
し
た
．
荊
師

に
福
励

市
の

日
本

奇
術

連
盟

会

員

斎
藤
久

男
先

化
を

迎
え

、
央

技
指

導
を

受
け

ま
し

た
．

先

ず
始

め

に
ｆ

品

の
こ

人

原

則

①
ネ

タ
は

絶

対

に
教
え

な

い

こ
と

②
同

じ

こ

と

を

．
．
度
度

繰

り
返

さ
な

い
こ

と
③

結

果
を

最

初

に
云

わ

な

い

こ

と
等

の
お

話
を
闘

き

、
次
に

ロ
ー

プ
結

び
、
玉

ｒ

に

な
る
（

ン
カ
チ

ー
フ

、
新
聞

紙
の

復
活

他

ご
．

品
を
刈
‥
い
ま
し

た
．

受
講

生
の

皆
さ

ん
は
．
先

生
の

親

切
な
指

導
を

受
け

な
が

ら

新

た
な

趣

昧
の

発

見

と
音

楽

に
合

わ
せ

な

が
ら

演
技

に

磨

き
を

か

け

手
品

を

楽
し

み
ま
し

た
．

駅 伝 大 会 の お 知 ら せ

|ふく しま 駅伝I

一日 畤11 月19  日 (日) 午飼 ８畤 スタ ート

・区 間 白 河 市総合 遊動 塲～ 福鳥県 疔(16 区 問)

1ス ポーツ 少年団 駅 伝】

・日 畤11 月19 日( 印 午 畿 １畸 藤田!j丶スタ ート

・区 躙 軅Ｓ μ～( ８区 躙)

1郡内 一周 駅伝 】

一日 眄12 月 ３日( 日) 午 前 ９畸ｌ) 分 スター ト

・区 圃 飯野町 役切～ 保原 町中 央公民 館(12 区 胃l

一国 見腫Jの コー ス： 槧I 大橋 ~ 町 道 5 号繍～ｌ 十沢国見隷~ 役欄

411 交差貞前中継所~商店衒~桑折匐へ

平
成
十
三
年

国
見
町

成
人
式

平

成

ｔ

。
．年

岡

見

町

成

人

式

は

、

．
月

八

日

に

観

月

台

文

化

セ

ン

タ

ー

で

行

わ

れ

ま

す

．

該

黯

行

は

、

昭

和

五

ｔ

五

年

四

月

二

日

か

ら

莪

士

（

年

四

月

一

日

ま

で

に

生

ま

れ

た

国

見

在

住

の

方

で

す

が

．

町

外

在

住

の

方

で

出

席

を

希

望

す

る

方

は

．

教

青

委

貫

会

生

瞬

学

刈
‥
靡

へ

お

巾

込

み

く

だ

さ

い

．

式

典

は

、

午

的

卜

．
時

か

ら

行

い

．

成

人

式

証

占

交

付

や

肥

念

品

贈

叭

を

、

式

典

後

は

、

記

念

品

撮

影

や

記

念

パ

ー

テ

ィ

ー

を

行

う

予

定

で

す

．

詳

し

い

こ

と

は

、

後

日

該

当

者

あ

て

に

送

付

す

る

案

内

状

を

ご

覧

く

だ

さ

い
．

■

問

い
合

わ

せ

・

申

込

先

軟

膏

委

員

会

生

涯

学

習

課

｛

い
５

８

５

－

２

６

７

″
ｙ`

新

成

人

名

簿
（
噸
不
同
・
敬
称
略
）

【
藤
田
地
区
】

奥
山
和
典

鈴
木
博
之

菅
野
浩

馬
鳩

め
ぐ
み

仇
藤
典
ｆ

人
槻
恵
理
子

鈴

木
教
ｘ
」

石
塚
春
美

武
田
ツ
ヤ
子

紺

野
亮

奏
晢
皀

本
田
胄
実

曵
地
余
津

ｆ

香
収
聡

占
田
鳶

鈴
木
千
尋

竹

野
友
希

大
和
田
明
日
叉

佐
藤
絵
咀

加
嘩
淳
子

古
川
寛
之

内
付
恭
’ｒ

佐

藤
尚
ｒ

穂
積
由
香

村
Ｌ
芳
博

松
測

岐
巳

齊
藤
鳬

佐
藤
攣
寿

山
崎
瞳

山
崎
香

齊
藤
仁
占

裂
田
晶
子

齋
藤

宏
美

遠
藤
心
’ｒ

安
川
亜
砂
美

占
田

章
ｆ

渋
谷
忠
史

占
山
裕
志

旧
口
宏

美

阿
部
崇
治

佐
麟
健
治

佐
藤
友
美

菊
地
輿
由
災

佐
藤
由
紀

佐
々
木
旨

齋
藤
崇

佐
麟
き
美
栄

高
橋
直
樹

高

橋
友
美

洩
野
知
子

阿
部
健
人

末
永

参
忠

斎
藤
処
紀

和
川
知
ｆ

佐
久
閥

勉

仇
藤
一
則

三
木
杉

占
Ⅲ
祥
ｆ

占
Ⅲ
余
緒
美

鳥
桶
真
理

羽
恨
加
余
ｚ
‘

安
孫
子
人
介

″（
橘
陽
介

波
邉
弘
７

鍛
冶
内
人
輔

志
旧
広
孝

菊
地
沙
織

佐
藤
紬
香

志
賀
育
美

山
口
新
悟

斎

藤
誠

廣
瀬
髄
次

武
田
直
災

加
藤
郁

災

牧
野
紀
ｆ

小
室
刪

金
澤
人
志

赤
収
良
太

後
藤
ひ
と
み

松
浦
心
帆

【
小
坂
地
区
】

渡
邊
唖
希
子

佐
藤
刪

熊
皈
石

佐
藤

ひ
と
み

佐
藤
裕
一
　

鴨
川
幸
ｆ

野
村

尚
子

佐
藤
あ
ゆ
み

齊
藤
絢
ｆ

占
………

↓
 て

佐
藤
卍
充

鳥
橋
良
理
子

渡
邊

μ

樹

渡
邊
佳
奈
子

Ⅲ
村
余
緒
子

佐

藤
佳
代

凧
坂
欣
哉

佐
藤
芙
美
ｆ

【
森
江
野
地
区
】

小
野
政
之

佐
久
間
美
穂

斎
藤
篤
志

松
浦
佳
奈
ｒ

近
野
勝

佐
藤
智
美

古

田
真
紀
ｆ

佐
藤
覗
希
子

佐
藤
裕
敬

本
多
清
孝

八
巻
洋

佐
藤
壱
茂

八
世

刊
ｆ

徳
江
清
江

佐
職
伊

斎
麟
好
恵

大
波
克
次

大
波
剛

実
沢
孝
一
　

大
波

綾
子

實
沢
加
奈
ｆ

菊
地
仁
史

菊
地

哇
也

高
橋
奈
緒
笑

石
井
の
ぞ
み

【
大
木
戸
地
区
】

人
沼
徼

武
田
占
£

人
沼
政
子

松
Ⅲ

香
余
子

高
橋
岬
恵
｀
大

鳥
橋
や
心

藤

山
江
美
「
Ｆ

高
橋
笑
唄

占
Ⅲ
加
代
．ｒ

心
橋
め
ぐ
み

松
浦
友
笑

松
田
や
ｒ

三
浦
和
皀

泌
谷
朝
洋

高
哨
利
依

佐

藤
誠

渡
邊
裕
＆
Ｅ

艮
谷
川
仲
皀

大
闃

繁

長
谷
川
晞

阿
郎
和
洋

松
浦
広
和

古
川
渚
人

菊
池
な
ぎ
さ

鳥
村
ひ
と
み

【
大
枝
地
区
一

小
林
道
広

鈴
木
忠
皿
ｆ

佐
藤
浩
一

児
Ｋ
春
樹

鈴
木
純
ｆ

鈴
木
有
希
ｘ
Ｊ



観月台文化情報

ダニエル・カール

文化講演会

12 月２日出

14:00～　入場無料

親子映画館

｢ア ナスタシア｣

12月17 日(日)

10:00～

小学生以上300 円

閥い合わせ●●・ 蚩●字 ■ 文 催魯興0  に 85 ) 76

新しい本が届きました

~文化センター図書室~
児 童 図 書

列
伝
日
本
近
代
史
　
　

（
楠
爾
一
郎
）

下
着
の
誕
生
　
　
　

（
戸
矢
壇
衣
奈
）

カ
ツ
ラ
ー
の
秘
密
　
　

（
小
林
偈
也
）

日
本
の
女
優
　
　
　

（
四
方
田
犬
彦
）

ザ

ー
ペ
ス
ト
ミ
ス
テ
リ
ー
ズ
2
0
0
0

（
日
本
推
理
作
家
協
会
）

と
ん
か
つ
の
艇
生
　
　
　

｛
岡
田
哲
｝

鞄
齧
の
娘
　
　
　
　
　

（
前
川
麻
子
）

命
　
　
　
　
　
　
　
　

（
初
美
迴
）

夜
明
け
の
雷
鳴
　
　
　
　

（
古
村
昭
）

共
生
虫
　
　
　
　
　
　

（
村
上
隲
）

一 般 図 書

日
高
見
戦
記
　
　
　
　

（
小
野
裕
康
）

こ
ち
ら
均
球
防
衛
軍

（
さ
と
う
ま
き
こ
）

野
の
花
の
道
　
　
　
　

（
古
矢
一
穂
）

ダ
ン
ス
を
す
る
魚
な
ぜ
な
ぜ
な
ぜ
？

（
か
こ
さ
と
し
）

マ
ザ
ー
・
ツ
リ
ー
　
　

（
松
岡
達
英
）

ホ
ビ
ー
と
ラ
イ
　
　
　
　

（
ア
ヴ
ィ
）

宇
宙
人
が
や
っ
て
き
た

｛
ゲ
ー
ル

ー
ゴ
ー
テ
ィ
エ
｝

み
み
ず
の
カ
ー
ロ
　
　

（
今

泉
み
ね
子
）

ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
賢
者
の
石

（
Ｊ

・
Ｋ

・
囗
１
リ
ン
グ
）

Ｄ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｈ
（
タ
イ
プ
）
　

（
森
絵
都
）

★貸出し冊数は５冊以内。期間は２週間以 内です。

行事のお知らせ

１１月

16日(木) あつかし学級(健康講座)

子ども移動図書館(森江野小)

17日(火) 子ども移動図書館(藤田小1年)

パソコン教室

20日(月) 子ども 移動図書館(大木戸小)

パソコン教室

21日(火) 子育て教室(折り紙で遊ぼう)

22日(水) パソコン教室

27日(月) 子ども移動図書館(藤田小２年)

１２月

１日(金) 子育て教室　　　　 澀７ １

(語り合おう私の子育て論)

２日(土)｢ ダニエル･カール｣文化謝演会

５日(火) あつかし学級(お話しの会)

10日(日) 子どもまつり

11日(月) 子ども移動図魯館(大木戸小)

12日(火) あつかし学級(書道⑦)

子ども移動図書館(小坂小)

13日(水) くにみ女性教室

(フラワーアレンジメント)

子ども移動図●館(大枝小)

パソコン教室

14日(木) 子ども移動図輿館(森江野)

15日(金) 子ども移動図書館(藤田小３年)

パソコン教室

ス
ポ
ー
ツ

藤
佃
、
ト
ラ
ベ
リ
ン
グ
が

優
勝

口
月
５
日
、
上
野
台
連
動
公
園
総
合
運

助
鳩
を
発
着
場
所
に
第
2
4回
町
内
一
周

駅
伝
鮫
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
の
部
に
９
チ
ー
ム
、
中
字
生
の
部

に
８
チ
ー
ム

が
出

場
し
．
ｕ

区
間

。
2
7

㎞
を
走
り
抜
け
ま
し
た
。
結
果
は
次

の
と
お
り
。

【
一
般
の
部
一

▼
儕
謗

藤
田
▼
準
優

筋

滯
‘江
南
部
▼
一
二
位

小
坂
　

【
中

学
生
の
部
】
▼
優
勝

ト
ラ

ベ
リ
ン
グ

▼
凖
優
勝

陸
上
部
▼
三
位

ダ
ブ
ル

ド
リ
ブ
ル

【
区
間
賞
】
▼
一
般
の
部

本
岡
明
美

石
塚
博
和

佐
久
間
斡
弘

石
川
諒
太

佐
久
閥
忍

佐
藤
温
史

武
田
正
人

後
恥
仁
志

志
村
済
司

中
野
義
夫

牧
野
和
好

▼
中
学
生
の

留

佐
々
木
槓
子

東
海
林
悟

後
藤

翔
太

渡
辺
亮
平

高
嚆
政
哉

八
巷

祐
介

佐
藤
辰
也

連
藤
渙
琿

佐
腰

香
織

奥
山
絵
梨

鶴
田
祐
輔

新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
に

挑
戦

1
0月
2
9
日

に
グ

リ
ー

ン
ア

リ

ー
ナ

９
２
３
で
開
催
さ
れ
た
グ
ーフ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
教
室
。
広
場
が
あ
れ
ば
ど
こ
で
も

で
き
て
、
気
畦
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み

ま
し
た
。

募集 楽しく滑りましょ 親子 スケ ー ト教 室

・日　 時　12 月１７日（日）午前８時 文化センター累合

・場　 所 磐梯熱海アイスアリーナ

・対　 象 町在住の親と 子（小字生以上）

・定　 員 ３０人

・参 加 料 ひとりｰ  500円(  交 通貫、滑走科．貨靴代込み）

・申込方法　１２月５日（火）まで

社会体萼係へ（電話での申し込み可）



N
E
W
S
 
P

A
C
K

長
崎
県
国
見
町
議
会
来
町

友

好
関
係
に
あ
る

長
崎
県
国

見
町

よ
り
、
渡
邉
秀

孝
町
長

。

酒
井

八
洲
仁
議
長
を

は
じ
め
議

会

議
員
1
2
名
が
1
0
月
1
2
日

当
町

を
訪
れ
、
互
い
に
町

づ
く
り
に

つ

い
て
の
意
見
交
換

を
行
い
ま

し

た
。
長
崎
県
国
見
町

議
会
の

采
町

は
８
年
ぶ
り
で

。
当
町
’訛

会

及
び
町
執

行
部

と
人
口
減
少

対
策
や
、
刪
村
合

併
な
ど
に
つ

い
て

具
剣

な
Ｉ討
議

が
行
わ
れ

ま

し
た
。
ま
た
、
３
日

に
は
艮
蔔

県
ｉ

見
町
か
ら

植
日

助
役
を
は

じ
め
幹
部
薮
員

が
行
攻
視
察
に

訪
れ
て
い
ま
す
、

将
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め
に

●
熊
谷
フ
ヂ
さ
ん

口

田
出
身
で

長
く
藤
田
に
居

住
さ
れ
て
い

た
熊
谷
フ

ヂ
さ
ん

（
現
在
櫛
島
市

在
住
匸

か
で

心

央
を
担
う
子
供
の

た
め
に

と
、

富
永
町
長
へ

高
額
な
寄
付
金

を

手
涯
し
ま
し

た
。
熊
谷

さ
ん
は

茶
道
教
室
を

開
き
、
後

進
の

育

成
を
し
て

お
り

、
卒
寿
を

迴
ぎ

て
の
記
念
に

ゆ
か
り
深
い
当

町

へ
寄
付
く
だ

さ
っ
た
も
の
で

す

。

町
で
は
育

英
奨
学
基
金
に
よ
０

．

。熊
谷
さ
ん
の

意
志
を
活
用
し

て

ま
い
り

ま
す
。。

原
ノ
溜
井
記
念
碑
建
立

●
西
大
枝
区

西

大
枝
地
区
で

は
２
５

０
年

に

わ
た
り
大
切

な
水
が
め
と
し

て
利
用

さ
れ
た

、
原
ノ
溜
丼
を

後
世
に
伝
え
よ

う
と
、
記
念

碑

を

建
立
し
、
珀
月
2
8
日
そ
の
除

幕

式
が
行
わ
れ

ま
し
た

。
現

在

の

大
木

尸
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー

及

び
グ
ラ
ン
ド

ー
大
杢

尸
字
新

田
原

）
が
跡
地
で

。
記
念

碑
に

は
こ
ｎ

ｌ
で
の

経
過
と
と

も
に

「
旡
祖
か
汗

と
多
額
の
財

を
投

じ
て

築
き
上

げ
、
永
い
伝
統
の

中

に
受

け

貅

が
れ

西

大

枝
の

人
々
に
愛
さ

れ
な
が
ら
守

り
つ

づ
け
て
来

た
尊
い
遺
産
で

あ
っ

た
。、（
抜
砕
こ

と
刻
み
込

ま
れ

て

い
ま
す

。、

塚
野
目
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

1
0月
1
5
日
一琢
野
ロ

ス
ポ

ー
ツ

振
興
会
｛
佐

久
間
通
力
会
＆

｝

が
主
催
了
’る

、
第
日
回
塚

野
目

ロ

ー
ド
レ
ー
ス

大
会
。か
行

わ
れ
、

８

部
門

に
釦
名
の

ラ
ン
ナ

ー
が

健
脚
を
鰻
い

ま
し
た
。
塚

野
目

集
会
所
を
ス

タ
ー
ト
し
塚

野
目

地
内
を
巡

り
同
所
へ
戻
る
コ

ー

ス
で
、

青
空
の

も
と

走
り
終
え

る
と
地
区
の

女
性
た
５

か
ら
、

豚
汁

が
振

舞
わ
れ
ま
す

。

小
さ
な
天
才
た
ち

学

校

田

の

い

ね

か

り

小
坂
小
　
二
年
　
佐
醇

早
織

き

ょ
う
．
い

ね
か

り
を

し
ま
・
し
た
．

田
ん

ぼ
に
足

が
は

ま
っ

だ
け

れ
ど

め
ぐ
み
八
弌
‐
ん
が

た
す

け
‘て

く
ｎ

ま

し
た

Ｉ、

い
ね

を
か
っ

て
た

の
し

か
っ

た
よ

．

い

ね
を
は
こ

ぶ
と

き
に

お
も

か
っ
だ

け
ど

．

み

ゆ
き
ち

ゃ
ん
の

お
母

さ
ん

が

一．
が
ん
ば
っ

で
３

つ
は
こ

ぺ

る

．」

と

い
い

ま
し
た
・、

わ

た
し

は
、
「

は
こ

べ

る

ぷ
．
」
と

い
い
Ｊ

し
た

．

ち

ょ
っ
と

．
お

も
か
っ

た
け

ど

、

み

ゆ
き
ち

ゃ
ん
の

お
母

さ
ん

が

「

が
ん
ば

っ
で
．ご

と

い
っ
だ
の

で

、

が
ん

ば
っ
て

は
こ

ぴ

ま
し
た

、

そ
Ｉｎ

か
ら

、
い

っ
は

い
は
こ

ぷ

よ
う
に

な

ご
・
≒

き

ょ
う
の

．
い

ね
か
り

は

、

た
の

し
く

で

ぎ
ま
し

た

編
集

発
行

国
見
町
　
総
務
課

〒
９
６
９
－
Ｉ
フ
９
２

福
島
県
伊
達
郡
国
見
町
大
字

藤
田
字
一
丁
田
二
、
２
の
Ｉ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
４

５
８
５
‐
２
1
1
1

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４

５
８
５

２
1
８
1
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